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平成２９年１２月１９日

南陽市消防団

南陽市消防団概要・水防技術の向上

１．南陽市・南陽市消防団の概要

２．南陽市消防団の組織

３．南陽市水防訓練

４．水防意識・技術の向上

（東北水防技術競技大会出場）



南陽市

□ 統 計（平成29年10月1日現在）

人 口 ３１,８７５人

世帯数 １１,２５９戸

総面積 １６１平方ｋｍ

職員数 ２８７人

□ 特 徴

・基幹産業は農業・工業・観光（温泉・歴史）

・県南部に位置し交通に恵まれている

・南に沃野が開け果樹栽培適地

・北部は山地で森林面積５割以上

・冬期間は積雪が多い

□ 主要河川

最上川、吉野川、織機川

南陽市・消防団の概要
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南陽市消防団

□ 団員数
定数・実員 ８９１人 （昭和６３年条例施行～）

□ 組 織
団長、副団長（２人）

分団長（８人）、副分団長（８人）

部長（２１人）、班長（６８人）

□ 車 両
自動車ポンプ １０台
積載車 ２１台（普通8、軽13）

軽トラック ４台
可搬ポンプ ３３台（積載車・軽トラックを除く）

置賜広域行政事務組合消防本部
南陽消防署（３９人）

米沢消防署、高畠消防署、川西消防署
（管内人口16万人、1,055平方ｋｍ）

人口1000人あたりの消防団員数
南陽市 ２７人
山形県平均 ２２人（34市町村）

再任１、嘱託１含む



南陽市消防団の組織
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事務分掌

主幹
（副団長）

主幹
（副団長）

団長

性 別

男性 ８８８人

女性 ３人

職業構成

国家公務員 １人

都道府県職員 ２４人

市町村等職員 ３７人

公務員に準ずる職員 ４１人

日本郵政グループ ５人

その他 ７８３人

就業形態

被雇用者 ６８２人

自営業者 ７８人

家族従事者 ８６人

その他 ４５人

平成２９年４月１日現在

77%
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南陽市消防団の団員構成 （平成２９年４月１日現在）
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南陽市の地形と主要河川
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吉野

吉野川

赤湯

金山

最上川

織機川

南に沃野が開け、北部は山地で
全面積の５割以上

白鷹町
山形市

高畠町川西町

Googleマップから引用
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南陽市水防訓練 （毎年６月実施）
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自主防災組織の市内一斉避難訓練・南陽市水防訓練参加

避難訓練後の防災講演会 避難訓練後の応急手当講習 避難訓練後の初期消火訓練

南陽市防災訓練に参加の自主防災組織



平成２４年最上川水防演
習の開催地

東北水防技術協議大会
に連続４回出場し、

平成２４・２５年度
最優秀賞「２連覇」

安全管理セミナーを
定期開催（班長以上）

水防意識・技術向上

安全最優先の水防

水防意識・技術の向上 東北水防技術競技大会出場

「市報なんよう」 平成２５年７月１日号 8



第４回東北水防技術競技大会
平成２１年度
青森県五所川原市
岩木川水防演習

第５回東北水防技術競技大会
平成２２年度
秋田県能代市
米代川水防演習

第６回東北水防技術競技大会
平成２４年度
山形県南陽市
最上川水防演習

第７回東北水防技術競技大会
平成２５年度
福島県福島市
阿武隈川水防演習
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南陽市などの最上川河川敷で開かれた「第６回東北水防技術競技大会」で27日、

南陽市消防団（高橋一司団長）が県内の消防団では初の最優秀賞を獲得した。

東北6県の消防団代表が水防技術を競う大会で、水害発生時に水防団として活動

する同市消防団は、３回連続の出場で「東北一」の悲願を達成した。
大会は国土交通省東北地方整備局が主催し、この日同所を会場にした最上川水
防演習の中で実施。各県から選ばれた消防団チームが出場した。競技は堤防の決
壊などを防ぐ「月の輪工法」と「シート張り工法」の2種。それぞれ制限時間15分で手
順の正確さや仕上がりの良さ、所要時間などを競った。

最優秀賞の理由について、大会委員長を務めた同整備局の横山喜代太流域・水
防調整官は「全員が指揮官の指示に従い機敏に動き、仕上がりが美しかった。

完成までどちらも７分台と早かったのも要因」と話した。
チーム指揮者の井上和也さん（33）は「皆で熱心に練習

した成果。大会を通して強まった絆が、実際の
出動の際に力を発揮してくれると思う」と語った。
水防演習は、東北6県で毎年持ち回りの大規模演習で、
県内開催は5回目。最上川上流域19市町の消防団員が
参加し、総勢3000人が災害時の避難訓練などを行った。

平成24年5月28日 山形新聞 南陽市消防団、
県内初の最優秀賞に輝く 東北水防技術競技大会
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第7回東北水防技術競技大会が26日、福島市で行われ、本県代表として４大会連続出場し
た南陽市消防団チームが２年連続最優秀賞に輝いた。同大会には、東日本大震災の関係で
欠場した宮城県を除く東北5県代表が出場。「月の輪工法」「シート張り工法」の2種目で、各制
限時間15分内で手順の正確さやチームワーク、所要時間などを競った。

南陽市消防団の月の輪工法のタイム６分は、昨年の７分を上回る速さ。シート張りでは、用
意されたロープに傷が見つかるというアクシデントに見舞われながらも、新たにロープを切り
直し８分に収めた。仕上がりの良さなどを加味した総合点で、優秀賞の福島を引き離した。

同じチームが2年連続で東北一の座についたのは大会史上初。
同消防団は今月２日に急きょ出場が決定し、昨年の優勝メンバーを中心に選手を選考。選
手たちは他の消防団員、市、置賜広域行政事務組合消防本部と南陽消防署関係者のサポー
トを受けながら、一丸となって入念な調整を重ねてきた。26日夕には、南陽市内で報告会・祝
賀会が開かれ、関係者が出場団員らの健闘をたたえた。

高橋一司消防団長の報告に続き、塩田秀雄市長が
「消防団員としての意識の高さ、団結力を内外に示して
くれた。素晴らしい能力を市の安全・安心確保のために
発揮してほしい」と祝福。チームの中心となった第7分団
の分団長で指揮者の井上和也さん（34）=赤湯=は、
「支えてくれた方々のおかげ。今後は消防団の技術力向
上に頑張っていく」、副分団長の歌丸雄一朗さん（34）は
「短い準備期間だったが、若手の急激な成長が、今回の結果をもたらした」と振り返った。

平成25年5月28日 山形新聞 南陽市消防団が
大会初の２連覇 東北水防技術の競技大会
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役に立つ水防工法教材
社団法人全国防災協会（２,８００円） 中国地方整備局（１０６ページ、ＰＤＦ公開）


